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序文

過去数年、筆者自身を含めこの国の誰もがコロナ感染症に大変苦しめられた。また、個人

生活・社会的な活動、双方に大変大きな影響をうけた。この間日本のどこでも同じであった

と思うが、普段筆者がよく撮影に通う鎌倉の街も活気がなくなり外国人観光客の来訪者も

激減した。畢寛、体力のない小さな土産物店等も一件また一件と閉店していき、街の様子は

すっかり寂れてしまった。鎌倉の街は大きな変貌を遂げたのである。

しかし2023年に入ってから徐々に人が戻り、閉店した店には模様替えをした新しい看板が

立ち始めた。最近ではもう殆ど活気が「戻った」感があり江ノ電沿線等は某アニメの影響で

撮影がし難くなる程の、所謂観光公害の懸念さえある。言い換えれば過去数年の間に大げさ

ではあるが、鎌倉の栄枯盛衰そして復活を見た感がする。

筆者自身の個人的な感覚で、日本においてどの時点でコロナが始まりまた終わったかに

っいて述べると、印象的だったイベントで言えば2020年2月上旬に例の大型観光船が集団

発生を起こしたまま横浜港に入港した時点で始まり、 2023年4月上旬に条件付きで外国人

観光客の受け入れが再開した時点が終わりである。しかも2023年5月には季節性のインフ

ルエンザと同等の扱いになったのは周知の通りである。まだまだ油断できないが今後流行

の大きなピークが来なければ本文書の執筆時点でのこの判断は概ね妥当な線であろう。

筆者の鎌倉での制作活動期はここ十年程での時間軸で言えばコロナ前の数年閲、コロナ中、

コロナ後に跨っている。最近の個人的な制作活動としては、被写体を鎌倉、特に北鎌倉周辺

に求めており「歳時罷」的な内容の個展をこの数年催している。こ.の個展用作品の制作活動

に関しては時間的には殆どがコロナ中の時期にあたっている。

ご存知の通り鎌倉は首都圏の小さな観光都市である。しかしコロナ中とコロナ後の状況

は都市の規模こそかなり違うとは言え、増補20世紀写真史(伊藤俊治、 2022年、 p・Oll)

冒頭の章「都市の時間と象徴-1890→1910」で述べられている19世紀末へ20世紀初頭の

パリとニューヨークの風景を、同じ人間が見たとすればそのように感じるのではないか?

こういう発想で1890年一1910年の同時期に仏国パリで活動していたウジェーヌ・アジェ

(Jean Eugene Atget、 1857-1927)と米国のニューヨークで活動していたアルフレッド・

ステイーグリッツ(Alfred Stieglitz、 1864-1946)の「ビクトリアリズムとストレート

写真」の対立になぞらえて(この対立構造自体は、ステイーグリッツが作り出したものと

言えるが) 「コロナ中の鎌倉とコロナ後の鎌倉」をポートフォリオとして組み立てる、

っまり両者の写真から感じられる意図や雰囲気の違いをコロナ中とコロナ後の鎌倉の風景

の変化に反映させる、との意図で添付のポートフォリオの構成を意図している。



第l牽　序文をうけての補足的な説明

現在履修中の増補20世紀写真史(伊藤俊治、 2022年、 p.039)によれば、両者は写真家

として活動時期が重なっており、特に1890年へ1910年は同じ時間軸で全く異なる都市の光

景を日にしている。そこで、前述の「コロナ中に鎌倉の街が廃れコロナ後に復興する街の姿」

を、 「アジェが見続けた次第に寂しくなっていくパリ」と「ステイーグリッツがヨーロッパ

からの帰国直後に見た勃興するニューヨークの姿」に攫えて表現できないか?

即ち「コロナ中の鎌倉とコロナ後の鎌倉」をモチーフとし其々のポートフォリオを作成して

検証してみることとした。

本論文の執筆にあたり先行研究として、アジェのインスピレーション　ひきつがれる精神

(公益財団法人東京都歴史文化財団東京都写真美術館、 2017年11月初版第l印刷発行)

と　アルフレッド・ステイーグリッツとその仲間たち(財団法人東京都歴史文化財団

東京都写真美術館　⑱1997)の作品群を参照するに自己評価とはなるが、自分自身の作風は

タイトルの両者の傾向のどちら寄りかを判断するとアジェ寄りだと考えている。彼の

ビクトリアリズム的な写真は嫌いではないしむしろ静鐙で長閑な作品には好感を詩つ。

この3年間の個展のテーマを「北鎌倉の歳時記」として、ある意味で絵画的で「綺麗な写真」

を好んで撮影していたのは事実である。故にアジェのパートに関しては被写体探しには

困らなかったが、それ一辺倒になって作品が退屈にならないよう気を付ける必要もあった。

ステイーグリッツは、ヨーロッパ留学中はビクトリアリズムに傾倒していた。帰米直後の

一時期にニューヨークで撮影されたダイナミックな当時の作品群に筆者としては惹かれる

ものもあるが、 Photo Sessionの様に「絵画的写真の型にはまった伝統的写真概念への異議

申し立て」増補20世紀写真史(伊藤俊治、 2022年、 p.O19)を強く支持するほどの共感も

ない。本稿では両者の作品を同時に論じることになるので、それぞれ公平に対時するよう心

掛けた。ここで作品制作において工夫を要するのは前者の撮影地はパリ、後者はニューヨー

クで物理的に全くの別世界で、それも百数十年前の雰囲気を、鎌倉にだけ題材を取ってどう

表現するかである。

そこで考えたのは上記の個展での撮影対象が北鎌倉の神社仏閣やその周辺に求めていた

ので、今後は撮影対象を所謂湘南海岸、具体的には材木座・稲村ケ崎公園辺りから腰越・

江の島周辺にも拡げることとした。これならば「バリーニューヨークの差」とまでは言え

ないまでも「市街地一海岸線」で撮影地が違うことが表現できる。また各々の表現のための

凡その撮影地域は、前者のために①→北回り、後者のために②→南回り、の範囲とした。

①　　自宅う藤沢駅⇒大船駅う北鎌倉駅う明月院⇒鶴岡八幡⇒鎌倉

②　　自宅⇒藤沢駅⇒江の島駅⇒腰越う鎌倉高校前⇒稲村ケ崎公園う鎌倉
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よってステイーグリッツのパートに関しては、都市規模の違いだけでなく歴史的・文化的

な違い等からくる文物の違い、または現代では殆ど姿を見かけなくなった事物等、例えば

(詳細は後述)尖塔を持つ摩天楼、蒸気機関車や馬車等の前時代的交通手段は、現在の鎌倉

の実情に合わせ被写体を適当に置き換えて表現することとした。

第2章　アジェとステイーグリッツの年代記

この事では、両者の人生で、特にステイーグリッツにおいて年代的な作風の変化が重要な

要素となるので、後述する論旨の理解のし易さのため、ウジェーヌ・アジェ回顧(㈱淡交社

東京都写真美術館企画・監修1998年9月13日初版発行)とLVR硯ぽAL個性妙SIブ駁贈∫彫

用妙棚脚缶切槻J　月4物億棚′焔朋脚卒　を元に1890年へ1910年を中心とした両

者の年代記を詳しく紐解く。また章末では両者の作風の変化を要約し加えて両者の個人的

な状況や心情の変化等をまとめる。

年代寵(詳述)

E. Atget　ウジェーヌ・アジェ回顧(㈱淡交社東京都写真美術館企画・監修1998年9月

13日　初版発行一以下、同上書籍aと寵載)

(1857年生-　フランス南西部ボルドーの近くのリプルヌに、馬車の修理工の長男と

して生まれる。幼くして両親を亡くし孤児となる。 (同上書籍a p.009)

(1878年、パリに出るとともに演劇を志す。翌年パリ国立演劇学校する。兵役のため

中退を余儀なくされるが演劇を諦めきれず。 (同上書籍a pリ09)

(1886年、ヴァランティーヌ・ドラフオスと出会い、共に劇団の旅回りに出る。

アジェ29歳、ヴァランティーヌ39歳、彼女には8歳の息子。 (同上書籍a p.009)

1890年一1891年頃、一人でパリに戻り画家を志すも才能の無さのため断念。芸術家たちの

モチーフとなる写真、植物、動物、風景等を撮り始めるが、芸術家たちは

そうした絵画的主題に興味を示さず。この頃のアジェのやり方は、まさに典型的

な19世紀的発想であった。 (同上書籍a p.010)

1897年(1897年頃)方針を変更し写真によるパリのコレクションを始める。アジェが

見てきた都市、 19世紀の世界の首都であるパリの、旧い部分が失われていく

の様を目の当たりにして写真により記録として残すことを決意する。

だがそのアプローチの方法は、被写体や地域ごとに分類してカタログ化する

という典型的な19世紀の記録者の方法である。 (同上書籍a p.010)
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1899年10月に終の棲家となるモンパルナスのカンパーニュ・ブルミュール街17番地

乙に転居。その頃この界隈には、芸術家たちがアトリエを建てて住み着き

はじめていた。彼の部屋は新しいアパートの6階にあり、居間、寝室、

仕事室と台所を備え、バルコニーをもち、窓からはパリが見渡せた。

そして引っ越しの翌日の10月16日、パリ市歴史図書館に「古きパリ」の

写真100枚を売却している。これがアジェの写真家として、写真の売買に

かかわる最初の公的な記録であり、それらの写真の撮影は1898年から

始まっている。アジェは、その後第一次世界大戦が勃発する

1914年までに数十回にわたって5500枚もの写真を同図書館に売却する

ことになる。その他にも売却先には、多くの公的機関、博物館、美術館、

学校などが含まれ、遠くはヴィクトリア・アンド・アルバート美術館へも

売却している。この1898年-1914年は、アジェの生涯のうちで最も

多くの写真を撮影し、また売却した、充実した時期であった。 (同上書籍a p.010)

1908年この頃から胃潰瘍のため体調を崩す。アジェが口にするのは、アルコール・

ランプで温めたクレープとミルクだけという、伝説的に伝えられる

暮らしぶりは、実は貧困のためではなく、胃潰瘍の食餌療法であった。

そしてこの頃から、撮影のみに専念するのではなく、青年時代に情熱の

すべてを注ぎ込んだ演劇へのかかわりを再び強くもつようになっていった。

アジェは演劇の世界では成功しなかったが、演劇を忘れることはできなかった

のである。アジェは劇作家ラシーヌやヴィクトール・ユゴーについて、

そして1913年4月の学芸振興協会・社会教育連盟他による講演会では

モリエールの笑劇『心ならずも医者にされ』について講演している。

(同上書籍a p.013)

(1914年第一次世界大戦が勃発しパリの撮影の中止を余儀なくされる。 )

(同上書籍a p. 013)

年代話(詳述続き)

A. Stieglitz jN脚AL確EZ) ST磁J7Z醐舟のn 7雄J R4殺伐親ry肋S孜〃

佃1妨掘e脇u」 Ge青け侮舘脇あけ就任克t王将一易だ周上義経bと寵識)

(1864年生- 1月l日、ニュージャージー州ホーボケンでドイツ系移民の裕福な

家庭に6人兄弟の第一子として生まれる。へ1946年没。 (同上書籍b p.140))

(1881年、父に連れられて渡欧。ドイツ・カールスルーエの実科ギムナジウムに

参加。後にベルリンの工科大学で機械工学を学ぶ　(同上書籍b p.140))
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1890年妹フローラの葬儀に出席するためニューヨークに戻り、家族から帰国するよう

促される。ベルリン時代のルームメイトのしouis Schubart　とJoseph Obermeyer

と共にニューヨークで　Helio chro皿e Company (後のPhotochro皿e Engraving

Co皿Pany)に参加。顧客の中には警察官報もあった。 (同上書籍b p. 140)

1891年Society of Amateur Photographersに参加する。 (同上書籍b p. 141)

1892年初めて4Ⅹ5(inch)手持ちカメラを手に入れ、それを使ってニューヨークの

都市景観を撮影し始める。 (同上書籍b p. 141)

1893年仕事仲間のJoseph Obemeyerの妹Emeline Obemeyer (1873年生)と結婚。

A皿erican Amateur Photographerの編集長に就任する。 (同上書籍b p. 141)

1894年Emmelineと新婚旅行のため、ヴェニス、ウィーン、ミュンヘン、ハーグ、

パリ、ロンドンを訪れる。パリ写真クラブの最初の国際写真サロンに作品を発表。

RudoIph Eickemeyer, Jr.と共にロンドンのLinked Ringに絵描き写真家

(Pictorialist photographers)協会の最初の米国人として選ばれる。

(同上書籍b p. 141)

1895年写真に集中するためPhotochrome Engraving Companyを離れる。

(同上書籍b p. 141)

1896年American A皿ateur Photographerの編集長を辞する。アマチュア写真家

協会とNew York Ca皿era Clubを合併させ、 Ca皿era Club of New Yorkとして

知られるNew York Camera Clubの副会長に就く。 (同上書籍b p. 141)

1897年上語Camera Club of New Yorkの機関紙Camera Notesを設立し運営する。

彼が擁護する絵描き写真家によるグラビア誌を発行し写真コレクションを

作り始める。ニューヨークのR. H. RusselによりPicturesque Bits ofNewYork,

12のグラビアのポートフォリオが発行される。 (同上書籍b p. 141)

1898年娘、 Katherine(Kitty)、 9月27日に誕生する。

グリセリンを使ったプラチナプリントを発展させた方法を考案した

Joseph Keileyと共同して、ミュンヘン分離派に作品を発表。

1899年Camera Clubで初回の単独の回顧展を開催する。これは1885年から1899年の間

の87点のプリントで構成されていた。

1900年ロンドンでIめtogr御坊Ic Jb班棚l of a 」おbYと題された一連の彼の娘の写真

展を開催する。

1902年Ca皿era Notesを辞め、 Edward Steichenと共同でPhoto-Secessionを創設、

ニューヨークのNational Arts ClubでA勝正o紬HctoTIa」捌otqg:Z宅直vと

組み合わせて写真展を開催。 (同上書籍b p. 141)

1903年Camera Workの創刊と発行を始める。 (一1917年) (同上書籍b p. 141)
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1905年Royal Photographic Society, Londonの会員になる。ニューヨークで後に(そ

の場所が5番街にあったため) 291 Ga11eryとして知られる

The Little Gallery of the Photo Sessionを、パリに於いて数年間

ステイーグリッツの眼となるSteichen　と共同して開店。 (同上書籍b p. 141)

1907年The Steerageを創作(するが1911年まで発表せず)。 Lumiere autochromeと

一緒に働き、かたやヨーロッパではSteichenと一緒に働く。

Frank Eugene、及びHeinrich Kuehen、とも一緒に働き、後に結果を発表する。

Clarence H　と共同で一連のヌードの研究をする。

かたや　Georgia O’Keeffe (1887-1986)はニューヨークの　Art Students

Leagueで勉強する。 (同上書籍b p. 141)

1908年ステイーグリッツはCamera Club of New Yorkから除名され、後に元の地位に戻

されたが恒久的に辞任する。 (同上書籍b p. 142)

1909年父が死去する。夏のヨーロッパ旅行でステイーグリッツはマチスやレオと

ガートルード・スタイン(兄と妹)に会うことになる。

ドレスデンでのIntemational Union of Art Photographersに出展する。

(同上書籍b p. 142)

1910年　ニューヨーク・バッファローのAlbright Art Gallery　でhtematIo脇」

鋤Ib克Ion of HctorIa」 I沈ot桝壇yを組織する。

それはその頃最も野心的なアメリカの写真展であった。 291 Ga11eryで主として

絵画と彫刻を展示し始める。 (同上書籍b p. 142)

アジェは1857年フランス南西部ボルドーの近くのリプルヌに生まれたが幼くして両親を

亡くし孤児となる。 1878年パリに出るとともに演劇を志し1886年生涯の伴侶となる女優

の、通称ヴァランティーヌ・ドラフオス(第3章1.参照)と出合い、巡業を続ける。

アジェは役者、画家、写真家等と職を転々とし私生活や心情が少し分かり難い部分があるが、

写真家としての作風の変化は少ない。

ステイーグリッツは1864年ニュージャージー州ホーボケンで裕福なドイツ系移民の両親

の元に生まれる。 1871年一家はニューヨークに転居、更に1881年にヨーロッパに移住。

ベルリンで機械工学を学ぶが1883年頃に写真を撮り始め、機械工学から写真化学に専攻を

変える。ステイーグリッツは、活動の観点では分かり易いのだが若干目まぐるしく、主張や

作風の変化が早い感がある。
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第3章　当時のアジェとステイーグリッツを取り巻く環境と作品への影響

両者が制作活動をした19世紀末一20世紀初頭は、それまでパリが担ってきた世界の首都

としての役割を、次世紀の、即ち「二十世紀の首都」増補20世紀写真史(伊藤俊治、 2022

年、 p.026)の役割を次第にニューヨークに奪われてゆくそのような時期に、アジェは廃れ

逝くパリで、ステイーグリッツは急発展していくニューヨークで活動していた。またきな臭

い戦争の足音もヨーロッパでは大きくなり、パリで大型カメラを駆使していたアジェは

スパイの嫌疑をかけられたこともあったと言う。片やアメリカでは大不況の影響等により

経済的な混乱はあったのであろうが、地勢的にアメリカ本土が戦場になる心配はほとんど

なかった。この時期にステイーグリッツが活動の本拠地をニューヨークに移したのは結果

的には正解であったと言えよう。

1.アジェについての考察　ウジェーヌ・アジェ回顧(㈱淡交社東京都写真美術館企画・

監修1998年9月13日初版発行一以下、同上書籍aと認識)

アジェの私生活だが同上書籍aは、アジェは演劇活動を続ける中で1886年女優ヴァラン

ティーヌ・ドラフオスに出会い結婚した。当時アジェ29歳、彼女は39歳で8歳になる息子

がいた。その後も二人は巡業を続け、彼女は名声を得たが、アジェは巡業途中1887年頃に

喉の疾患が原因で演劇界を去った。アジェは1891年頃に一人でパリに戻り、居室のドアに

「芸術家のための資料(Docunents pour artistes)」という看板を掲げ、植物、動物、風景

などの、芸術家たちのモチーフとなる写真を売り始める、と述べて.いる。

(同上書籍a p.009 - POlO、および同PO28からの要約)。ヴァランティーヌ・ドラフオス

(本名ジュヌヴィェーヴ・ヴァランティーヌ・コンパニヨン、 1847-1926)

「1926年、以前から床についていた、 40年間連れ添ったヴァランティーヌが亡くなった。

アジェより10歳年上の79歳であった。アジェは演劇に挫折して以来、常に屈辱感、劣等感

を抱きながら、生活のために金を稼いできた。演劇人として認められなかった彼が芸術家を

相手に写真を売るという現実は、幸いものであったに違いない。そしてその屈辱感は、彼を

頑固で暗い性格にしていった。」 (同上書籍a p.015)

そのような幸い心持ちのままアジェは廃れ逝くパリを、彼の願望や勿論生活上の理由も

あったようだが、

私は20年以上の間、私個人の考えからパリのすべての古い通りの写真を撮り続けてま

いりました。それらは18Ⅹ24センチのガラス乾板によるもので16世紀から19世紀ま

での美しい一般建築物に関する芸術的な資料です。古い館、歴史的或いは珍しい建物、
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美麗なファサード、美麗な戸口、ドアノッカー、古い給水場、昔風の木々や錬鉄製の階

段、更にパリの教会の内部(全体と芸術的な細部)例えば、ノートル=ダム寺院、サン

こジェルヴェ=サンこプロテ教会、サン=セヴラン教会、サンこジュリアン=ル=ボーヴル教

会,サン=テチエンヌこデュ=モン教会、サン二ロック教会、サン=ニコラ=デュ=シャルドネ

教会等があります。これら芸術的で参考資料となる膨大なコレクションは、すでに完成

しています。私はすべての``古きパリ’’所有しているといえます。高齢になるにつれて、

っまり70歳近くになり、私には相続人も後継者もいませんので、これらの写真がその

価値を分からぬ者の手に渡り、誰にも利用されることなく、最後には紛失しかねないこ

のコレクションの将来を思うと心配ですし、苦しくもあります。 (同上書籍a p.011)

出来るだけ写真という媒体に留めおこうという思いで作品を制作したのだろう。パリ市

歴史図書館に5500枚もの写真を売却したことが結果的に当時のパリの様子を視覚的に伝え

る重要な歴史的資料になったのは言うまでもない。

実際、パリの街を区画ごとに網羅的に撮影していったアジェの作風や被写体は、彼の経済

状況、健康問題、欧州での政情不安等の要因から多少の変化は感じられるが、劇的な変容と

いう程でもなく、第一次世界大戦勃発まではこの傾向が続いたと言えよう。 (同上書籍a

p.215-p.220　より要約)　それ故ステイーグリッツ等によりアメリカで何が起こっていよ

うとあまり気にかけていなかったのではなかろうか。

上記の引用(同上書籍a p.011)は「歴史記念物保存館の館長への手紙」 (1920年11月

12目付け)からの抜粋で、アジェはかなりの安値で作品を殆ど売却してしまうのだが、彼に

もこの『館長』にも戦争の足音が、第1次世界大戦が始まる1914年以前から、かなり間近

に聞こえており、やがて写真どころではなくなると予見していたのであろう。その意味で、

ステイーグリッツの場合のように、何年から何年までをあまり詳しく気遣うことはしない。

(実際には、二度の世界大戦による戦禍のためにパリの街が破壊しつくされて廃墟となる

ことはなかった。)

「伴侶を失って(1926年)以降アジェは途方に暮れて食欲もなくなり、外出することも

ほとんどなく、孤独と失望の日々を過ごすことになった。アジェ自身、急に老いを感じ気力

もなくなり重いカメラを持ち歩くことはできなくなったと述懐している。」 (同上書籍a

p.015)翌年8月アジェは亡くなった。没後の彼の評価を考えると気の毒な晩年であった。
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2.ステイーグリッツについての考察　ウジェーヌ・アジェ回顧(㈱淡交社東京都写

美術館企画・監修工998年9月13日初版発行)及び、アルフレッド・ステイーグリッツ

展図録(以下、同上書籍cと記載、ページ表甜こ関しては本稿末尾参照)

ステイーグリッツは1864年

ニュージャージー州ホーボケン生まれの米国籍であるが、両親はドイツ出身であった。

父エドワードは、 1850年頃ドイツからアメリカに渡ってきて、精密機械の仕事をして

いた。南北戦争が始まると、北軍に参加している。ドイツ生まれの　へドウイッグ・ウ

ェルナーと1862年に結婚、その後は、毛織物業に変わり、大成功した。二人の間には、

6人の子供が生まれるが、アルフレッドはその第一子であった。間もなく、一家は、ニ

ューヨークのマンハッタンに移り、子供たちの教育はニューヨークで行われた。 1879年

にニューヨーク・シティ・カレッジに入学した頃はとくに数学に興味を持っていた。両

親はアメリカに同化していたが、母国であるドイツへの志向が強く、それがアルフレッ

ドの人格形成に大きな影響を与えたとおもわれる。 1881年、父エドワードは、事業か

ら引退すると子供たちに最高の教育を受けさせるため、家族を連れてヨーロッパに渡

った。そして、アルフレッドを、ドイツ、カールスルーエのギムナジウムに入れ、徹底

的なドイツ教育を受けさせた。さらに彼はベルリン工科大学に進み、機械学を専攻した。

(同上書籍c Page sl)

1890年、妹フローラが亡くなったことがきっかけになったのか10年間のヨーロッパで

の生活にピリオドをうち帰国してニューヨークに住むことになるのであるがまだヨー

ロッパへの未練はたっぷりであった。 (同上書籍c Page s2)

だが、帰国して触れたアメリカは、彼にとって、ヨーロッパとのギャップが想像以上に

大きかったようである。米国の写真界は、ヨーロッパに追従する絵画的指向が全盛であ

ったし、絵画や芸術そのものも保守的であるように感じた。 (同上書籍c Page s2)

ステイーグリッツはパリ或いは欧州でのビクトリアリズム写真や写真家たちへ対抗意識

もあり、彼の米国での仲間を引っ張って行くためにもカメラクラブ・オブ・ニューヨークを

設立し、その機関紙『cameraNotes』を発刊して「ビクトリアリズムーストレート写真」と

いう二項対立の図式を作ったが、 1905年にはロンドンの写真グループ、リンクト・リング

に米国支部を作ることを提案しており、この頃には上記の二項対立もあまり必要性がなく

なったとも言えよう。また作風も少しずつ変わっていった感があり、ジョージア・オキーフ

をはじめ女性のヌード写真、家族のポートレート、牧歌的な風景写真等、アジェの作品とは、

比較における対立点が次第にと希薄になっていったように見え、むしろヨーロッパ時代の

作風にかなり回帰していったように見える。

(ジョージア・オキーフGeorgia O’Keeffe、 1887-1986)
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ステイーグリッツやその家族は、第1次世界大戦への直接的な関わりは無かったようで、

米国本土も戦火にさらされることは無かったのは周知のことだが、

情熱もやや衰えてきたようであった。その原因のひとつは、第一次世界大戦にアメリカ

が参戦したことである。両親の母国であり自分も学生時代を過ごしたドイツと戦うこ

とに苦悩する。その上『291』のビルの取り壊しも、いかんともし難いことであった。

ステイーグリッツは自分の制作活動に集中する。 (アルフレッド・ステイーグリッツ展

図録* (同上書籍c Page s5)

〈終点》も〈三等船室がも彼の思想を十分に象徴しているが1917年から撮り始め1924

年に結婚した画家のジョージア・オキーフを主題とした一連の作品や、雲を主題にした

《イクイヴァレントがは、その思想がさらに明快である。 (同上書籍c Page s5)

上語引用の最後に言及されている〈イクイヴァレント》に対してのように、ほとんど哲学的

とも思える作品に傾倒していくが、本論文ではそこまでは言及しない。

第4章　両者についての考察のまとめ、及び作品への現実的な対応

アジェは1890年頃パリに移り住んでからあまり撮影スタイル・被写体は変わらなかった

のではないか((ウジューヌ・アジェ回顧(㈱淡交社東京都写美術館企画・監修1998年9

月13日初版発行)からの類推)。殊に1897年頃に始めたとされる、失われつつある19世

紀以前のパリの古い部分を被写体や地域毎に分類してカタログ化するという典型的な19世

紀当時の記録者の手法はビクトリアリズム風の雰囲気を残しておりストレート写真の対立

点とみなされたのであろう。第一次世界大戦が終結した1918年以降も、すぐには撮影を再

開しようとはせず、 1924年から翌年の『ソー庭園』の一連の撮影が最後となったと言われ

ている。後に出合ったマン・レイやベレニス・アポットらの機関紙、 『シュールレアリスム

革命』への写真掲載に際しても名前を載せることは拒否したとされる。あくまで、芸術家や

建築家のための写真による資料作成に徹した感がある。

ステイーグリッツは1880年代に渡欧し現地でのビクトリアリズムの影響を大きく受けた。

しかし1890年にニューヨークに戻りその勃興と発展の凄まじさに撮影の興味の変化を余儀

なくされ、フォトセセションの方向へ舵を切ったのではなかろうか。その後またビクトリア

リズムへの復古的な作風に戻り晩年は『等価(Equivalent)』へと向かう(アルフレッド・

ステイーグリッツ展図録からの類推)。

よって『camera Notes』の創刊が1897年なのでステイーグリッツの作品に関しては基本的

に1897年頃から1910年頃に撮影されたものを念頭に置くが、ニューヨークに戻った当時

(1890年)のような作品を全く撮らなくなった訳でもなく、 1890年一1910年の時期の作風

叩葛



に関して果断に言えば、フォトセセションとビクトリアリズムの両者間を揺れ動く時代で

あったように思われ、どちらか一方に留まっていたとは言い難い。故に、この時期の作品に

類似しているものはその雰囲気を重視して、ある程度年代に拘わらず柔軟に考慮する。

1.アジェの作品の分類、及び作品への現実的な対応

アジェのパートに関する作品については、 3点ずつ5グループに、構図やモチーフの似て

いる作品毎に分類し、各グループには其々、プロローグ、オブジュ、植物、小径、調度品

と家具、という名称を付けた。

A.プロローグ

アジェは予て画家志望であったとされ、彼に関する写真集の多くに自作の絵画の写真

が掲載されている。竹林、朝顔、ガラス窓の反射、及び鶴岡八幡の絵馬、である。

4点とも横置きの作品で、上下方向にモチーフのラインが流れている構図の似た作品を

集めた。

B.オブジェ

撮影のためあちこち探して廻ったが所謂洋風のオブジェは鎌倉の市街地には少なく、

逆に宗教的な像や嘗ての武家の街を感じさせるそれは多いように感じた。拠って本論

冒頭で規定した撮影範囲で見つけ出し作品とした。其々、藤沢駅前の『地』、境川橋上

の『雲の形』、江の島漁港の『海の詩』、稲村ケ崎公園の『遭難碑』 。全て横置きの

作品だが構図的にも若干の類似性が感じられる。

C.植物

パリと鎌倉では気候も植生も違うであろう。拠ってこのグループに関しては「植物」、

という大きな括りだけで分類した。其々、円覚寺山門付近のモミジ、旧い家屋とソテツ、

鶴岡八幡・源平池のハスの葉、浄智寺境内の小さな詞とシダ。全て横位置の作品で、

構図としての類似性はあまりないがモチーフ的な纏まりは保たれている。

D.小径

パリの街を区画分けして網羅的に撮影していったアジェは多くの小径や通りを作品と

して残している。当時は自動車等も少なかったのであろう、この種の作品には自動車も

人も写り込んでいる作品は殆ど皆無である。拠ってその様な小径でそれなりに有名な

所を選び作品とした。其々、浄智寺山門前、東慶寺境内、明月院境内、鶴岡八幡参道。

全て縦位置の作品で奥行き感を強調した。
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E.調度品と家具

個人の家屋や店舗内にあるものは、撮り直しの必要が生じた場合の事等を想定すると

避けておいた方がよかろうと考え、このグループの撮影は、それら以外の場所で行った。

其々、円覚寺唐門の門扉飾り、明月院本堂の置物、『北鎌倉古民家ミュージアム(注1)』

のテーブル、同施設の古い雛飾り。全て横位置の作品でモチーフ的な纏まりを優先した。

2.ステイーグリッツの被写体の変化、及び現実的な対応

ここで具体的に、ステイーグリッツがストレート写真に傾倒している時期の被写体と、

それ以前の、欧州留学中に撮影していたビクトリアリズム的写真の被写体の変化について、

その違いが顕著なものについて考える。

代表的なものをいくつか列挙してみると、エンパイアステートビルのような摩天楼や、近代

的な高層建築物、蒸気機関車や旅客用の馬車や馬車鉄道、 『三等船室』にみられるような撮

影される事を意識していない群衆、後々の作風へとつながりも感じられる飛行船・飛行機

(および同時に写り込む空・雲等)、大小の船舶、多くの明かりが灯る夜の街並み、等が挙

げられる。それは第一次世界大戦に国土が直接的に巻き込まれる脅威がなかったアメリカ

の科学技術的、あるいは工業的発展のためニューヨークに出現していた事物に、帰国した後

ステイーグリッツが大いに感化された結果による被写体の変化のように思える。

アジェのパートに設定した分類法と同様にステイーグリッツの作品についても、上記の

説明に則って3点ずつ5グループ分類し各グループを其々、建築物、人々、ダイナミズム、

交通手段、エピローグ、という名称を付けた。具体的に説明すると

a.摩天楼や近代的な建物　→建築物

鎌倉市には都市景観条例(注2)等があり、ウオーターフロントにも摩天楼と言えるよ

うな高層の建物は存在し得ないし、実際あちらこちら捜し歩いたが発見できなかった。

やはり境川河口付近のマンション群が最も高層の建物であるように見える。

そこでこのグループは写真の構図、及び被写体の意味合いが比較的類似しているもの

を集めた。具体的には、境川河口付近のマンション群、海の家建築のための足場の鉄材、

建築中の集合住宅、鎌倉への入り口の象徴でもある大船駅前の観音像、である。

b. 『三等船室』‾にみられるような撮影される事をあまり意識していない人々　→人々

この『三等船室』以外にも『競馬観戦をする群衆』を撮影した作品等もあり、また前項

の旅客用馬車の作品も周辺の歩行者も含めて考えると同様に分類できるものとして、

まとめて「人々」としてlグループを作った。

新興の大都市の象徴として人の多さ、行動の多様さ、の表現としてこのグループを構成
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した。其々、腰越海岸付近の修学旅行生、スタート練習をする体育大学の学生、交差点

で信号待ちをする人々、待ち合わせスポットで写真撮影を楽しむ観光客、である。

c.稼働中の重機や労働する人々のダイナミズム　→ダイナミズム

国土が直接的に第一次世界大戦に巻き込まれて破壊させる懸念のなかったアメリカの

大都市の活気や躍動感を端的に象徴するのが、重機やそれらを使って労働する人々、

その成果物としての建築物ではなかろうか。其々ユンボで整地中の腰越海岸、境川河口

付近のクレーン車、橋梁の耐震工事のための作業船、印象的なデザインのマンション、

である。

d.蒸気機関車、旅客用馬車、馬車鉄道　→交通手段

これら前時代的な交通手段も残念ながら鎌倉にはない。既に新しい交通手段にとって

代わられているのでそれらを象徴する、 JRの駅、モノレールとバス、国道を走行する

自動車等で代用する。

e.ェピローグ

江の島・鎌倉周辺の夜の街並み、加えて飛行機(および同時に写り込む空)更に雲等。

夜の街並みは江の島・腰越周辺の雨天での夜景。後半2件は本稿で考えている時間的な

範囲は逸脱するが、その後のステイーグリッツの作風変化を予見させて作品のパート

を締めくくることとする。

上記のカテゴライズでは被写体のみを考えたが、実際には何時(どの季節に)撮影するか、

或いはできるかもかなり問題で、例えば昨今の地球温暖化による影響により鎌倉周辺では

まれにしか雪が降ることはなくまた降雪時にはそれはそれで都市部の交通インフラの脆弱

さをすぐに露呈してしまい、公共交通機関がマヒしてしまうのはいつものことであった。

極力、天候に左右されない日を選んだが、ステイーグリッツは降雪した状況をうまく被写体

と組み合わせて撮影している事も多く、有名な蒸気機関車と雪の組み合わせ等は予め降雪

が見込まれるときには電車の撮影になるが大船駅周辺で、所謂「鉄撮」する心づもりをして

いたが、これまで機会に恵まれず、残念ながら断念した。

14



おわりに

上述を踏まえて作品を制作しているが、実際に撮影に出かけてみればどこでよい被写体

に出合うのかも予想できなかったので、個人的なフィーリング・好み等が合えばシャッター

を切ることにしていた。よって、手の付けやすさも考慮して、大まかな方向性としては

「雰囲気」的には静護で、少し寂しさの漂う作品群をアジェ風とし、躍動感があふれ明るい

作品群をステイーグリッツ風として、撮影地とモチーフ的には鎌倉・北鎌倉の神社仏閣周辺

や町並みをアジェ風として(本論冒頭の①南回り)、稲村ケ崎・腰越一江の島に至る江ノ電

沿線の海岸線や、国道134号線沿いの様子でステイーグリッツ風として大別し(本論冒頭の

②北回り)、 2グループに分けて写真撮影・作品制作を進めていった。

但し問題点もあり、繰り返しにはなるが、特に上寵ステイーグリッツ風作品の構成として、

彼が米国に帰国した当時の、ニューヨークの勃興に対する象徴的で重要な作品のモチーフ

としての、蒸気機関車、馬車鉄道、等が現在の鎌倉には存在せず、是非とも作品中に加える

なら観光用のそれらを観光地や都内などで撮影してくる以外には方法はなさそうなので、

「全てを鎌倉で」というコンセプトから、現在の鎌倉の実情に合わせて被写体を適当に置き

換えて表現した。例えば蒸気機関車は国道の自動車の車列に、馬車鉄道は大船駅発着のバス

やモノレールに置き換えて表現した。

また、作品は全てフイルムカメラで撮影しており、それらを印画紙にプリントしている。

アジェ風の作品はレトロ感を出すために若干黄色っぽく見えるバライタ印画紙に焼き付け

それをデジタルイメージにしているが、差別感を出すため演出としてステイーグリッツ風

の作品はシャープ感を大事にして黒白がはっきりしているRC印画紙に焼き付け、それから

デジタルイメージを作成している。

作品の内容を考えると、アジェのパートに関して言えば、幸運にも鎌倉は太平洋戦争末期

の空襲等による大きな戦禍は被らず、歴史的な事物の保存状態は比較的良好と言えるので、

アジェが行ったような典型的19世紀の記録者の手法、即ち、植物、モニュメント、風景等

の絵画的主題の写真を地域毎に分類して多数撮影するやり方で、アジェが見続けた次第に

寂しくなっていくパリを鎌倉に置き換えて擬える事はできていると考える。

また、都市部の人気観光地であるが故の弊害、つまり都会化(原宿化とも言えようが)して

しまう前に多くの「今」の鎌倉の事物を記録しておくことは意味があったようにも思う。
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一方、ステイーグリッツのパートに関して言えば、彼の1890年から1910年の間の活動

をみるに、ヨーロッパからニューヨークに戻った直後の同地の変容により受けた、言わば、

カルチャーショックのため、その作風が一時的にビクトリアリズムからストレート写真に

大きく変容している。筆者の意図としてはこの間の彼の作風を鎌倉の都会的な部分を撮影

することにより表現しようとしているが、ほとんど無制限に開発が進んだニューヨークに

対し、前述のように鎌倉は都市景観条例等の制限によりかなり迫力に欠け、特にウオーター

フロントの地域においての物足りなかった。結果としては、ステイーグリッツがヨーロッパ

からの帰国直後に見た勃興するニューヨークの姿を、鎌倉の域内の事物だけで攫える事は

些か無理があったと認めざるを得ない。 (もし、国内なら撮影地はどこでも可、という条件

にするならば、超高層ビル、蒸気機関車等、殆どの被写体は撮影できそうだが、それはまた

別の機会に譲りたい。 )

しかし本論文の主題から外れるが、ステイーグリッツの作風はその後次第にビクトリア

リズムへ回帰するような傾向を見せ、ついにはEquivalent(=等価)という、哲学的とも

言える境地に至るが彼の作品の影響下から、マン・レイ(Man Ray, 1890-1976)やその助手

であった、ベレニス・アポット(Berenice Abbott, 1891 1991)等の逸材達を輩出した事に

気付いたのは意外な成果であった。

以上。
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